
神奈川県手術看護認定看護師会セミナー報告

神奈川県内医療機関に勤める手術室配属1-3年目程度の手術室看護師を
対象とした第13回神奈川県手術看護認定看護師会主催
「手術看護総論 若手ナースと考える器械だし・外回り手術看護 」
セミナーを開催しました。現地開催は5年ぶりとなりました。

10:30 開場
11:00 オリエンテーション・会場案内
11:10 講義①手術看護総論 器械出し看護編 
12:10 ランチョンセミナー：術中の体温管理の基礎と応用
13:10 講義②手術看護総論 外回り看護編
13:55 グループディスカッション
14:50 質疑応答
14:58 閉会

プログラム

共催企業：エムシーメディカル株式会社・ソルベンタム株式会社
協賛企業：東レ・メディカル株式会社、スミス・アンド・ネフュー株式会社、白十字株式会社、株式会社ホープス、

株式会社ホギメディカル ※順不同

協賛・共催頂いた企業様ありがとうございました。

今後のセミナーのお知らせ 次年度も新たな手術看護セミナーを企画しており ます。開催日等の詳細については、
学会ホームページ をご覧下さい。又は共催メーカーより直接ご案内に伺 いますので、ふるってご参加ください。



講義②：手術看護総論 外回り看護編：（講師）鎌田朋佳
外回り看護に必要な知識・技術を学ぶことで専門的役割を理解できる、周術期にある患者の特徴を知り、
看護の対象者が置かれている状況の理解を深めることができる、手術が安全で確実に遂行できるよう、
個々の患者に応じた看護実践が行える、を目的に講義が行われました。受講生からは、「基本を学びなお
すことができた。」「今後の看護展開の参考になった。」「認定看護師の看護感が知れて勉強になっ
た。」と機械出し看護同様に外回り看護を考えることができる内容だったとの結果が得られました。

講義①：手術看護総論 器械出し看護編:（講師）小山内直子
器械出し看護とは・役割 ・思考回路、手術看護認定看護師が考える器械出し看護に対する看護観という
内容で講義が行われました。認定看護師の事例が好評で、受講生からは「機械出し看護を学習するきっか
けとなった。」「多職種連携や事前に準備することの大切さが理解できた」などなど、機械出し看護を学
ぶことができたとのアンケート結果が得られました。

ランチョンセミナー
共催企業であるソルベンタムさんから体温管理の基礎講義後、ベアハガーのハンズオンが実施されました。
講義だけでなく実演もあり視覚的にも理解しやすい内容でした。

グループディスカッション
普段実施している器械出しや外回り業務の中での悩みを共有することで同じ悩みを持っている仲間がいる
と気づくことや、他院での成功事例や他の参加者からアドバイスをもらい、自身の今後にいかすことがで
きる。他の人の嬉しかったことや成功体験を聞くことで前向きに業務に取り組むためのきっかけづくりが
できる。ことを目的に行われました。現地開催ならでは活発な意見交換が行われ、受講生から「悩みや看
護観を共有できたことがよかった」とのフィードバックを得ました。
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アンケート結果紹介：参加者55名アンケート回収54名

「手術室」経験年数「看護師」経験年数

講義はわかりやすかったですか（講義１.２合算集計） またこのようなセミナーに参加したいですか

 5：ぜひ参加したい 

    ～ 

1：全く参加したくない ⑤：７２．２％

④：２７．８％

 5：とてもわかりやすい 

    ～ 

1：とても分かりにくい 
⑤：81.5％

④：１７．６％

③：０．９％

①：０％
②：０％ ①：０％

②：０％
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